
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェイ・ウェル株式会社 



 

 

 

 

今では家庭紙や段ボール原紙の製紙工場でも多くのパルプ濃度計が見られ、パルプの自動濃調

が行われていますが、1980 年代の初頭ではまだめずらしく、多くの場合は人の勘に頼っていまし

た。 

 

この時代のパルプ濃度計はエアー式のブレード型が多く、今の電子式と異なり流速の影響をまとも

に受けやすく、家庭紙や段ボール原紙工場の小配管では使い勝手が悪く、また、高価なために主

に大手の製紙工場で使われていました。 

但し、パルプの自動濃調は品質を安定させる上で年々重要となり、この時代の要請に沿い佐竹計

器はオープン型（種箱式）の回転式濃度計を 1984年に開発しました。 

 

以来、約 200台が自動濃調システムとして全国の製紙工場に導入されご利用頂いております。 

 

 

測定原理） 

・パルプ接液部の回転羽根にはパルプ濃度に応じた剪断力が発生し、その剪断力に応じて回転

軸が偏心します。その偏心力をロードセルで捉えパルプ濃度に換算します。 

 

特徴） 

・剪断力を高精度で捉えることが出来る回転羽根の形状。 

・幅広い測定範囲。 

・構造がシンプルでメンテナンス性に優れている。 

・標準部品で構成されている。 

 

主要構成） 

回転羽根、モーター（減速機一体型）、ロードセル、変換器 

 

 

仕様 

濃度検出器 ＳＰＤ２１００A 

測定対象 

測定方式 

濃度測定範囲 

測定原理 

モーター 

濃度センサー 

濃度出力信号 

材質 

運転スイッチ 

ＢＯＸ寸法 

各種パルプ原料 

直接またはサンプリング式 オーバーフロー測定槽使用 

１．５～５．０％（パルプの種類にもよります。） 

一定回転羽根の濃度によるトルク変化をロードセルで検出。 

ＡＣ１００Ｖ 単相 インダクションモータ 減速機一体型 

ロードセル、変換器 

４～２０ｍＡＤＣ 

ＢＯＸ：ＳＵＳ３０４（塗装仕上げ）、本体・回転羽根：ＳＵＳ３０４ 

回転羽の運転/停止の操作 

Ｈ：４３０、Ｗ：３００、Ｄ：１６０ 



 

 

外形寸法図 

 

 

製品写真（本体、防滴カバー） 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

事例：パルプ濃度計システム構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェイ・ウェル株式会社 

本社 〒４２２－８０３４ 静岡県静岡市駿河区高松１－１７－１５ 

ＴＥＬ ０５４－２３６－０８１７ ＦＡＸ ０５４－２３６－０８１８ 

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｐ－ｊｗｅｌｌ．ｃｏｍ 

 

※佐竹計器株式会社は、２０１８年１２月３１日よりジェイ・ウェル株式会社に社名変更致しました。 


